








































                                                   
1 柳田泉『明治初期の翻訳文学』松柏館、1935、p.8、ならびに、柳田泉『海洋文学と南進思想』ラジオ新
書、1942、pp.15-16 
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鑑賞』1943 年 6 月号。なお、これ以降の引用に際しては、一部、引用者の判断によって表記を改めた箇所
もある。 








































































初期（1889 年 7 月）に書いた作品に、「一刹那」（岩波版露伴全集では、第 1 巻に所収）という
非常に短い短編三作からなる作品がある。この連作の「三」として掲げられた物語は、アイヌ民
族の話として語られ、ひとりの女性をめぐる青年ふたりの愛憎を描いたものだった。また、おな












































無蓋のカッター船でこれを強行するという無謀さでもって、1893 年 3 月、隅田川から約 80 名
                                                   
9 塩谷賛『幸田露伴 上』中公文庫、1977、p.89 
10 木原直彦「解説」『北海道文学全集 第 1 巻』立風書房、1979、pp.463 































した技術者であったが、1873 年から 20 年間、千島を中心とする海域で、主にラッコを中心と
する狩猟に従事した。スノーは、『千島列島黎明記』において、エトロフ島に日本人が基礎を築
いたのは 18 世紀の末以降で、ロシアとの衝突を数回起こしたが、1875 年の南樺太と千島との
交換によって日本領となり、その際に、原住民をシコタン島に日本政府が移住させたり、ロシア
移住を希望した原住民はロシア領へ移ったりで、無人の海域になった、と千島をめぐる地政学的






































しかし彼らの事業はみじめな状態にあった。私は 1893（明治 26）年 6 月、小クリール海峡
で郡司に会ったが、その時おびただしい数のタラがこの島の周辺にいたにもかかわらず、
彼らはこのタラの漁場さえ知らなかった。郡司は、魚がとれないで、食料に困っていると
                                                   
14 H.J.スノー著、馬場脩・大久保義昭訳、『千島列島黎明記』講談社学術文庫、1980 、pp.35-36、原著、















































































                                                   



























Rear-Admiral Albert Hastings Markham, The Great Frozen Sea, A Personal Narrative of the 
















































                                                   
20 幸田露伴「大氷海に題す」『露伴全集 第 32 巻』、岩波、pp.7-8 
21 A・E・ノルデンショルド著、小川たかし訳『ヴェガ号航海誌 下』、フジ出版社、1988、pp.293-379、
同書は、英訳本、The Voyage of the Vega around Asia and Europe, with s Historical Review of Previous 
























Although of insignificant size, in comparison with the huge ironclad monsters by which 
they were surrounded, yet a close observer would readily detect signs of great strength 
in these two businesslike looking vessels. And very necessary was it that they should 
possess strength and powers of resistance of no ordinary kind, for they were destined to 









十五 冬季の職業と娯楽」「第十六 北極の基督降臨祭」「第十七 楽しき新年」と訳されている
各章には、この探検中、マーカムたちが、トラファルガー海戦記念日、クリスマス、元旦などを、
酒や肉で祝い、興じるさままで描写されている。郡司一行には、そのような余裕はなかった。前
                                                   
23 ヘスチングス・マルクハム著、幸田露伴譯『世界文庫 第七編 大氷海』博文館、1893、p.3 






























































































                                                   
27 『露伴全集 第 10 巻』、岩波、p.309 
28 前掲露伴全集 10、p.310 












































                                                                                                                                                     
の連続性を考察する。 
31 前掲露伴全集 10、p.311  
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